
こんな
ことできます！

原発事故後の福島市のサウンド
スケープの変化の様子の記録を
用いた、原発事故の市民生活へ
の影響の一側面を伝える作品・
教材作成

夢
原子力発電所のない、安心・
安全な社会の構築
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研究室 URL
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ac.jp/~nagahata/index-j.html

専門分野
サウンドスケープ論

東京電力福島第一発電所事故
後の 2011 年 5 月より、 福島市
内においてサウンドスケープの
変化の様子を定点観測し続けて

います。観察の際にフィールド録音した音は、
『福島サウンドスケープ』（http://www.sss.
fukushima-u.ac.jp/~nagahata/fsp_311/）とい
うウェブページにて公開しています。

共生システム理工学類

第５回放射線防護に関する市民科学者国際会議
（2015 年 9 月、東京、作品上映、レクチャー）
表現の不自由展（2015 年１月、東京、作品展示）
A WINDOW ON FUKUSHIMA （2013 年 3 月、
2017 年 8 月、福島、フランス、作品上演）

これまでの取組事例

共生システム理工学類
市民団体（暴力的な団体を除く）

想定するパートナー

共生システム理工学類
作品の展示、レクチャーなど

具体的な連携、事業化のイメージ特許情報、著書、論文

What Should the Soundscape 
Community Do When Listeing to 
the Soundscapes of Fukushima? 

（論文：単著）
原発事故後の福島大学をめぐる覚書

（論文：単著）
『原発災害とアカデミズム』
（著書：分担執筆）
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